
 たぶれっとは てんこうや そつぎょうするときに、
がっこうに かえすので ずっと たいせつに
つかいましょう。

 がっこうや おうちの あいだを いどうするときは
らんどせるや かばんに いれましょう。

 みずに ぬれると こわれます。 あめのひは
ぬれないように してください。すいとうの
おちゃでも ぬれないように きをつけましょう。

 たぶれっとが われたり、 こわれたら せんせいや
おうちの ひとに しらせましょう。

 たぶれっとが あつくなったり、けむりが でたり
したときは すぐに つかうのをやめて、
せんせいや おうちの ひとに しらせましょう。

がくしゅうよう
たぶれっとは みなさんの
べんきょうを たすける
ための どうぐです。

たぶれっとをたいせつにつかおう!

たぶれっとを つかって
わからない ことを
しらべたり、 かんがえを
はっぴょうしたり して、
ともだちと いっしょに
べんきょう しましょう。

がくしゅうよう
たぶれっとって なあに?

しょうがく
１,２ねんせいよう

がくしゅう ようたぶれっとを
たいせつに つかいましょう
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 あいでぃーは 「あなたのいえ」、 ぱすこーどや
ぱすわーどは 「いえのかぎ」の ようなものです。
ほかの ひとには おしえないように しましょう。

 たぶれっとは べんきょうに つかいます。
べんきょう いがいの ことには つかわないように
しましょう。

 べんきょう いがいの まちがった ほうほうで
たぶれっとを つかうと、 おうちの ひとや
まわりの ひとに めいわくが かかります。

 おうちで たぶれっとを じゅうでん するときは
くろいろの じゅうでんきを つかいましょう。

 もう１まいの ぷりんとの 「がくしゅうよう
たぶれっとは がくしゅう もくてき いがいで
つかっては いけません」を よく よみましょう。

たぶれっとはただしくつかおう!

がっこうのルールをかこう!


